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はかる まもる 役に立つ 次の技術で 次の時代へ SMileちゅうせい



経営ビジョン（これからの中部精機の目指す姿）

Copyr ight  © Chubuse ik i Co. , Inc A l l  r igh ts  reserved.2

「既存ベース事業の確実実施」と「全ての人が活躍できる環境づくり」を推進することで事業基盤の安定化を確保し、

「さらなる事業領域の拡大」・「新たな事業への挑戦」に全社一体となり、チャレンジする

全ての人が活躍できる環境づくり

既存ベース事業の確実実施

さらなる事業
領域の拡大

新たな事業
への挑戦

これからの中部精機

既存ベース事業の確実実施

既存事業を着実に実施し、お客さまからの信頼に応える

ことを通じた事業基盤の安定化確保

全ての人が活躍できる環境づくり

既存制度を見直し、全ての人が活躍できる環境の整備

新たな事業への挑戦

将来に目を向けた新規事業分野拡大と技術開発の推進

さらなる事業領域の拡大

自社の持つ力を有効活用した既存事業領域の拡大

これからの中部精機の目指す姿



2030年度に向けた私たちの想い
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はかる
スマートメーターや検電器の計測技術などの既存技術をベースに「なんでもはかる」を合言葉とした事業分野の拡大

まもる
人命を”守る”検電器・地震感知器やＳＭ制御管理システムでの監視(“見守り”)など既存領域をベースにお客さまニーズに応

える「守る（見守る）」 製品・サービスの開発

役に立つ
製造だけでなく、倉庫や配送、工事といった周辺サービスまで含めたトータルでお客さまのお役に立つサービスの提供

次の技術で
次世代新技術（5Ｇ、ＡＩ、ＭａａＳ、ＥＶなど）を着実にキャッチアップし、事業化

次の時代へ
2030年度に向け、時代を勝ち抜ける新たな中部精機を実現

SMileちゅうせい
SM（スマートメーター）を中心に、今後も各ステークホルダー（お客さま・株主・従業員など）が笑顔になれる会社を目指す

「はかる まもる 役に立つ 次の技術で 次の時代へ SMileちゅうせい」

【解説】



2030年度の経営目標
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売上高 120億円（2023年度計画対比 約1.4倍）

経常利益 10億円（ 〃 約5.8倍）【中電Ｇ内 5億円、中電Ｇ外 5億円】
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売上高(2030年度)

120億円

◼ 計器製造 40億円
…物流拠点を活かした
業務範囲拡大など

◼ 計器サービス 15億円
…業務範囲拡大など

◼ 倉庫 8億円
…業務範囲拡大など

◼ 工事 25億円
…スマート子メーター・
ＥＶ充電器設置の拡大など

◼ 計測 25億円
…既存製品販売拡大
・新製品の開発など

◼ 新規事業 7億円
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83.4億円

35.8

14.7

9.0

16.4

13.5

売上高(2019年度)

89.5億円

「業務範囲拡大」
「新規事業の拡大」
にチャレンジし
経営目標を達成
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